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パイロンの DmtJUa1Zと笑い本

長尾輝

Don Juanは文句なくパイロンの代表作と言えるが，笑いな基調としてい

る点で，真剣な諮り口を常とした口マン主義文学の中で異色の存在である。

本識では DonJuanの笑いを取り上げ，その源泉と性格を検討してみたい。

E 

ρOn Juanをロマ ゃに位壁づけようとすると，かなり広いロマン

る。 この点で G.H. MeadとMorsePeckhal廷の定義

が有効であると態われる。 ミードはロ?ン主義の出発点~フランス

念の崩壊に置しその崩壊のあとの按折感から生じたさまざまな皮J;tがロマ

ン主義運動であったとする九とすればその迷惑法正反対のものをも含み得

たわけで， これがベッカム Positive Roman討clsmの飽に N告gative

Romanticism り と るo ぺ~ j奇ム うように，ノミ

イ口ンはこの NegativeRomanticismに属していた2)。

このニつの口マ の世界に対する態度の違いとして説明する

こともで、きる。この場合誌，前者がj控にネガディグな態度，後潟がボジティ

ウ、な議震を見せる。 PositiveRo燃註nticismは，想像力の世界伐と向かう綴向

(visionary tendenc討を特教としていたが，それは問時にまた，

無読する姿勢合意味していた。コウルザッジが BiographiaLiterィlriaの有名

したあとにそっとつけ加えているように，

のものはそれF-l体として見れば，国定した死物にすぎなしつ("[Imagina tion 1 

Is essentially vital， e刊 n 註sall objects (as objects)思ree百senti註lIyfi.xed註nd

おad.勺3) と考えたのである。赤裸々 、くら採ってみても，そこから

水 ヌド繍は民ヌド英文学会北海道交務第33図大会(1988年 10月)のシγポジウム rByron

合言葉モけに終続可〉一人として発普賢したものをもとにしている。

89 



北大文学部紀要

はし、かなる意味も価値も出てこない。真理は事実の世界でなく理念の世界

一一-naturanaturataでなく naturanaturans に存在する。そう考えある

いは感じたところに PositiveRomanticismの詩人たちの共通項があった。コ

ウノレリッジの天才論，言語哲学， ミメシス論，シンボル論もすべてそれを前

提にして築かれている。彼らが事実の世界を避け，無視Lょうとしたその姿

勢は，コウルリッジの TheAnci・entMarinerの一節の比輸を思い出させる。

呪いの海を逃れ出た老水夫が，ただひたすら，救いを求めるかのように，船

の前方を見つめているその様子を叙した比輸である。

Like one， that on a lonely road 

Doth walk in fear and dread， 

And having onc巴 turn'dround， walks on 

And turns no more his head: 

Because he knows， a frightful fiend 

Doth c10se behind him tread. 

(The Ancient Mariner， th巴 1798version， 11. 451-56.) 

これと奇妙に似通った比輸がワーズワースにもある。その比輸によってワー

ズワースが何を意味したかは即断で、きないが，あるいは彼は，危機的状況の

中で大自然のふところに慰めを求めた自分の姿をそれによって措いたのかも

知れない。何かを求めるというよりはむしろ恐ろしいものから逃れようとす

る人のようであった，と彼は言う。

more like a man 

Flying from something h巴 dreadsthan one 

Who sought the thing he loved. 

(Tintern Abbey， 11. 70-72.) 

後ろを振り返ってみると恐ろしい悪魔のようなものが近づいている。一度振

り返れば十分だ。三度振り返る必要がどこにあろう。そうやってただひたす

ら先を急ごうとするこの比輸の中の人物は，そのまま 1798年当時のワーズ

ワースでありコウルリッジであったと言える。草命の理念の崩壊をきっかけ

に恐るべき姿をあらわし始めた事実の世界から，彼らは必死に逃れようとし

たのである。
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これとは対照的に，毒事実の世界にふみとどまってその恐るべきもの

し謡爵も辞さないという気概念見せたのがノミイロンであった。もちろんそれ

はなまやさしいことではなしき表者の不評念資う一因ともなった。パイロン

は ChildeHaroldで得た名声のその後の失墜をナポレオンの敗退になぞら

えた。 DonJuanはそスタワ，Malz'no Falieroはライブチッヒ，そして Cain

はワ…テルローであった，とめ。 一般競滋，特にイギリスの読者は，余りに

赤裸々な事実を一暴露されることに耐えられなかった。ゲーテが評したよう

に，語られない方がよし、事実も多く存在したのである叱しかも厳に読者の

不評を買っただけではない。それ以上にパイロンEHきが大いに傷ついていた

のである。バイロンの Heavenand Eartんはノアの洪水合題材にしている。

ノアの子ヤベテは....)絞の者を除いてこの世界のすべてが破壊しつくさ

ことを知っている。そしてその中には授の片悲の人も含まれている。 f買がひ

とり嘆いているところヘラ深い鰐穴から悪霊が大戸で笑いながら出てくる。

この機に及んで向をそのように笑うのかと，ヤペテは憤寵して鍔う。舟度も

関われてようやく懇主義は笑いをこらえて等える。お前とこそ一体f可を嘆いてい

るのだ，と。言うまでもない，この1止の破滅を嘆いているのだと言うと，

霊はまた大声で笑って去ってゆく。

J aph. 1n the name 

Of th♀ Most High， what art thou? 
Spirit [laughs]. Ha! h註!ha! 

Japh. By all that earth holds holiest， spe註k!

Spirit [laughs]. Ha! ha! 

Jalうh. By the approaching delug母!by the earth 

Which will b君 strangledby th記 ocean!by 

The d忠告pwhich wil1 conv告主主 her clouds to 書記as，
And the Omnipotent who 級品kesand crushω! 

Thou unknown， t記rrible，and indistinct， 

Yet抗wfulThing of Shadows， sp巴akto me! 

Why dost thou laugh that horrid laugh ? 

Spirit. Why w忠告がstthou? 

Japh. For earth and all h巴rchildren. 

Spirit. H乳!ha! ha! 
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[Spirit vanishes. 

(Heaven and Earth， 1. iii. 55-67.) 

世界の破滅? 結構ではないか。存在が祝福であるという証拠が事実の世界

の一体どこにあるのか，と悪霊は言うのであろう。パイロンの戦いはこのよ

うな手ごわい敵を相手とし，初めから負けいくさに等しかった。それでも彼

は事実の世界から日を背けるのを潔Lとしなかった。ゲーテが彼を「永遠の

白虐家l)と評したゆえんである。

事実の世界への傾斜，事実を重んじる精神というものがパイロンに強く働

いていたことを物語る事例として，彼がマルサスの人口論やキュピエの化石

学に強くひかれていたらしいとし、うこと，そしてそのために DonJuanの中

でもまた他の作品でも，たびたびその二つに言及しているとしヴ事実をあげ

ることができる7)。その二人の学説は，この時代がすでに自然、神学の時代を

速く離れて，ダーウィンの時代に向かっていたことをはっきりと物語ってい

る。食べて寝るだけが人生の関心事であるなら人間は動物と少しも変わらぬ

ではないか，とハムレットは憤慨したが，しかしその二人の学説は，それぞ

れ別個の証拠をもって，それが動かし難し、事実であることを突きつけてくる

ものであった。パイロンはキュピエの学説をふまえて言ってみせる。アダム

以前に存在した巨大な生物が死滅し，地殻の変動でぐちゃぐちゃになったそ

の屍に発生したうじ虫，それが人間である，と。

Men are but maggots of some huge Earth's burial 

(Don Juan， IX: 39) 

事実を重んじる精神はもともと彼の中にあった理想主義，完全主義から生

まれている。しかしそれによって彼は暗い人間観に導かれる。それはオプテ

ィミズムの饗宴の翌朝の二日酔いと言ってよいかも知れない。だがそれはま

た伝統的キリスト教の中に含まれていたペシミズムをはるかに越える，この

時代特有のペシミズムでもあった。マルサスやキュピ、エの学説の意味合いも

そこにあったのだが，それは主として人間の自由意志の問題に関わってい

る。この点で，パイロンと同じ年に生まれ，同じように暗いペシミズムを思
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索の対象にしたショーペンハウアーを考えざるを得ない。ショーベンハウア

ーは世界を一つの意志，生の意志の現われと考える。その意志はすべての人

間，動物，植物，そして宇宙全体にみなぎっている。一人一人の人聞はすべ

てこの意志に満たされている。しかしそれを所有しているわけではない。そ

の意志に所有されているのである。万物を生へと駆り立てるこの万有「生の

意志」は，二つの形態すなわち生命の維持(食欲)と種の保存(繁殖本能)と

いう二つの形をとって個々の生命現象の中に現われる。それがすべてであ

り， それ以外には何も存在しない。 では人聞が「自らの意志JI理性」と呼

んでいるものは何か。ショーベンハウアーはスピノザのことばを借りて説明

する。誰かが石を投げたとする。この投げとばされた石に，考える力を与え

てやれば，右は自分の意志で飛んでいると考えるかも知れない。人聞が意志

と呼び理性と呼んでいるものはこれと全く同じものだと彼は説明する8)。

この徹底した決定論， これと同じものが DonJuanの語り手のさめた現

実意識を構成している。そしてこれが独特の笑いの源泉になっているので

ある。

パイロンの主人公は伝説のドン・ファンと正反対だ。伝説のドン・ファン

が好色な口説き手 (seducer)であるのに対しこちらのジュアンは純情な青年

であり口説かれる側 (seduced)である， としばしば指摘される9)。しかしそ

の場合，誰が口説き手なのかが説明されないとト分でない。相手の女性かと

いうと，断じてそうではないのである。最初のロマンスの相手はドナ・ジュ

リア一一50才の老人を夫に持つ若く美しい婦人である。彼女はジュアンに対

して抱く恋心をし、かんともし難く，これをプラトニック・ラブであると考え

ることによって容認しようとする。プラトニ γ ク・ラブなのだから不義は犯

さない，犯すまいと固く決意する。そしてそう決意しつつ誤ちを犯してしま

うのである。

A littIe she strove， and much repented， 

And whispering “1 wi1l ne'er consent"-consented. (1: 117) 

彼女がはかない抵抗をするのはジュアンに対してではない。彼女の中にあっ
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て彼女を駆り立てるあの万有「生の意志」に対してである。その抵抗のはか

なさは“1will ne'er consent" (意志)と“consented"(行為)の並置によって

強く伝わってくる。彼女の意志は彼女のものではないのである。次のロマン

スの相手は，ジュアンが難破船からただひとり生き残って流れついた地中海

の島に住む海賊の娘へイディである。彼女は砂浜にうち上げられ気を失って

いるジュアンを見つける。

[Juan] being naked， she was shocked， you know， 

Yet deemed herself in common pity bound， 

As far as in her lay、“totake him in， 

A stranger" dying-with so whit巴 askin. (II: 129) 

引用符で括られた部分はマタイ 25章をふまえている。最後の審判で神が善

人たちに向かつて言うことば一一一あなたたちは見知らぬ旅人であったこの私

を家に入れ，着る物もなかった私に着物を着せてくれた。あれはみなこの私

にしてくれたことだったのだという，慈悲の心を説いた一節をふまえてい

る。このアリュージョンはへイディの行為の意識されたレベルを見事に説明

している。彼女は自分の行為が慈悲の心によってなされていると思ってい

る。 rかわいそうな人，助けてあげよう」しかしそれは投げられた石が， 自

分の意志で飛んでいると考えるのに等しい。彼女の純真な心とは関係なく，

もっと根源的なところで働いているあの万有「生の意志」は，ジュアンの肌

の白さを，しっかりと抜け目なくとらえている。厳しゅくな聖書のことばを

ふまえたあとにそっとつけ加えられた“withso white a skin"は，そのユー

モアの中に非常にどぎついものを持っている。

一方，こうやって次々に相手をかえてロマンスを重ねるジュアンは，やは

り好色なドン・ファンと言えないか。いやそうではないのだ，と語り手は言

う。これはジュアンが悪いのではない。実際誰が悪いのでもないのだ。これ

はみなあのお月様のせいなのだ。「もしそうでないなら」と彼は言う。

Els巴 howthe devil is it that fresh features 

Have such a charm for us poor human creatures? (II: 208) 

“fresh"には「若い」としづ意味と「新しい(目新しい)J という意味の両方
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がこめられている 10)。生涯ただ一人の女性をめでてすごせるものならどんな

によいことか。悩みごとは少なくなるし，金もかからない(“'Twould save us 

many a heartache， many a shilling" II: 213)。浮気，気移りなど誰がしたい

と思うものか。だがそれでいてなおそれをさせられてしまう我々は，万有

「生の意志」のあわれな奴れい，“poorhuman creatures"なのだと語り手は

言う。

万有「生の意志」のもう一つの発現形態である食欲の方はどうか。第2巻

は船の難破のエピソードである。命からがらボートに逃れた人々は，今度は

飢え死の恐怖にさらされる。そこでくじをヲ|し、てあたった人を食べようとい

うことになる。恐ろしいことである，が起こり得ないとは誰にも言えない人

間存在の事実，人は理性的動物である前に“carnivorous"(II: 67)な動物な

のだと，語り手は冷ややかに言う。こんな恐ろしいことを考えついたのは，

誰か特別悪い人がし、たからというのではない。彼らをそのような行為に駆り

立てたのは“Nature"なのだ，すなわち万有「生の意志」のなせるわざなの

だ。この唯一絶対の力から何人も逃れることはできない。この力に動かされ

て人は人に対して狼になるのだ，と。

None in particular had sought or plann'd it， 

'Twas Nature gnaw'd them to this resolution， 

By which none were permitted to b巴 neuter-(II: 75) 

このようなわけで，この徹底した決定論のもとでは，道徳的善悪というも

のが意味をなさなくなる。人間の世界は，善も悪も， うそも本当もない。正

気と狂気の区別だってあやしいものだ。語り手の世界観はそのようなサトゥ

ルナリア的混沌の相を呈してくる。

1 leave it to your people of sagacity 

To draw the line b巴tweenth巴 falseand true， 

If such can e'er be drawn by Man's capacity: (XIV: 90) 

Truth is always strange-

Stranger than五ction:if it could be told... 

How oft would Vic巴 andVirtue places chang巴!(XIV: 101) 
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Shut up the W orld at large， let Bedlam out; 

And you will be perhaps surprised to五nd

AII things pursue exactly the same route.... (X1V: 84) 

しかしながらこのような暗い人間観，世界観は，この作品ではかげにかく

れてし、る。表面は笑いがおおっているのである。暗いものが底にありなが

ら，それが笑いとなって表面に出てくるというのは逆説的である。しかしそ

れは語り手自身が説明している。悲しい事実を知ってしまうと，もうロマン

スはうたえない。だとすれば笑うしかないではないか，と。

the sad truth which hovers o'er my desk 

Turns what was once romantic to burlesque. (IV: 3) 

確かに，徹底した決定論，そのさめたペシミズムのもとで見ると，人間の真

剣な努力や憧れは，余りのむなしさにこっけいなものに見えてくるのかも知

れない。

II 

従って，Don Juanの笑いは，形市上学的な幻想へ舞い上がろうとする人

聞の甘い願望に，事実とし、う冷水をあびせかけるバーレスクの形をとること

が多い。雄々しいもの，真剣なもの，肯定的なものへと向かう動きを頓挫さ

せ，地面に引きずり下ろすのである。以下四つのタイプに分けて，笑いの性

格を検討してみることにする。

まず自につくものとして，古典的なテキストへのアリュージョンを利用し

たタイプの笑いをあげることができる。原典が持つまじめな調子，膜想的な

気分，格調の高さといったものをまず提示しておいて，それを頓挫させると

いうものである。次の例はハムレットのせりふとマタイ 10章をふまえてい

る。そして原典が持っている美しいトーンを，“fall"の意味を読みかえるこ

とによってこわしてしまう。

“The sparrow's fall 

Is special providenc巴"though how it gave 

Offence， we know not: probably it perched 
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Upon the tree which Eve so fondly searched. (IX: 19) 

「すずめー羽が落ちるのも神の摂理である」落(堕)ちるとは楽園喪失のこと

だが，すずめは一体どんな原罪を犯したのだろう。多分イヴが食べたリンゴ

の木にとまったのが悪かったんだろう，という具合いである。次の例も“faII"

の二つの意味を利用して，ニュートンの発見と，楽園喪失の壮大なドラマの

両方を茶化している。

When Newton saw an apple faII， he found .. . 

[The Iaw of]“gravitation" ; 

And this is the soIe mortaI who could grapple， 

Sinc巴 Adam-withth巴 faII-orwith an apple. 

Man fell with apples， and with apples rose， 

[For] ... fuII soon 

Steam-巴nginewiII conduct him to the moon. (X: 1-2) 

次の例では，ホラティウスの格言にマグベスのせりふをつないで膜想的な調

子をつくっておき，それにフォルスタッフの野卑なことばを突き合わせる。

But “carpe diem，" Juan，“carpe， carpe!" 

To-morrow sees another race as gay 

And transient， and d巴vouredby th巴 sameharpy. 

“Life 's a poor player，" -then“play out the play， 

Ye villains!" (XI: 86) 

まじめなブルータスもパロディーを免れない。人事には潮どきがあり，それ

にうまくのれば幸運を手に入れることができるのだというブ、ルータスのせ

りふ (JuliusCaesar， V. iii. 216-17)を，パイロンは次のようにもじってみ

せる。

“There is a tid巴 inthe affairs of men， 
Which， taken at the fiood，" -you know th巴 rest.. . . 

There is a tide in the affairs of women， 

Which， taken at the fiood， leads-God knows where: (VI: 1-2) 

次の一節はミルトンの ParadiseLostの最後の場面をふまえている。「目の前
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に新しい世界が広がっているJ それはワーズワースが利用したように11)，新

生のよろこび，新たな決意，とにかくそういった何か肯定的な姿勢を伝えて

くることばであるが，パイロンの手にかかると意味ががらりと変わってし

まう。

The W orld is al1 before m巴ーorbehind; 

For 1 have seen a portion of that same， 

And quite enough for me to keep in mind;一 (XIV:9) 

「今世界は私の前に広がっている」 いや待てよ，今生まれたばかりというな

らともかく，もう大分経験もつんで人生の大半は見てしまったのだから，前

にあると言うより後ろにあると言った方がよいかな，とL、うわけで、ある。そ

の他このタイプに属するものとしては次のようなものがある o

We 1巴arnfrom Horace，“Homer sometimes sleeps;" 

W e feel without him，一-W ordsworth sometimes wakes，一 (III:98) 

al1 human history attests 

That happiness for Man -the hungry sinner! 

Since Eve ate apples， much dep巴ndson dinner. 

Witness the lands which 

Held out unto the hungry Israelites: (XIII上:9ω9一1叩O∞O町) 
It [=the door] opened with a most infernal cr巴ak，

Like that of Hel1!“Lasciate ogni speranza， 

Voi， ch' entrate!" The hinge seemed to speak， 

Dreadful as Dante's rima， or this stanza: (XVI: 116) 

ここで注意すべきは，これらのパロディーに含まれる，原作に対する不敬

な態度は，原作の価値をおとしめるためのものではないという点である。こ

れについては説明を省略せざるを得ないが，シェイクスピアにせよ，聖書に

せよ， ミルトンにせよ，それらがバイロンの人格の中に吸収されその血とな

り肉となっている様子を，我々はパイロンのさまざまな作品からうかがし、知

ることができる。からかいはむしろ，そのようにして形成された彼自身の中

の理想主義者に向けられていると考えるべきである。
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さて第三のタイプはこの作品に特徴的なもので，語りの姿勢を頓挫させる

というタイプである。物語を語るという姿勢にはそれなりに前向きのものが

あるのであるが，自分がとったその立場をわざとくずしてみせる。わざとと

ちってみせるのである。

My days of love are over; me no more 

The charms of maid， wife， and still less of widow， 

Can make the fool of which they made before，- (1: 216) 

これは物語の語り手の心情告白にあたるが，Paradise Lost第 3巻冒頭のミ

ルトンの心情告白とは大分趣きを具にする。 ミルトンは失明の悲しみを美し

いリリシズムに高め，さらには叙事詩の語り手としての決意と信念に昇華さ

せている。これに対してバイロンは，すぎた青春を嘆くのであるが，そのし

ぱしのリリシズムは“widow"への言及と共にベイソスに堕し，自瑚的な笑い

に変わってしまう。また次の例で、は，ごく平凡な語りの慣例が笑いのたねに

なる。

A better cavalier ne'er mounted horse， 

Or， being mounted， e'er got down again， 

Than Jose， who begot our hero， who 

Begot-but that 's to come-W el1， to renew. (1: 9) 

ここで“mounted"は語りの常套手段として，馬をあやつることすべてを表

わすのであるが，その慣用的な用法を解体してふざけてみせている。乗った

からには下りる時もあろうという理屈であるが， りりしい騎士の姿はおかげ

で笑いとばされてしまう。また後半は，主人公の系図を語るというお決まり

のパターンを頓挫させて笑いをつくり出している。次の例では，一見まじめ

に行なわれてきた語りの姿勢が“nunnery"というたった一語の導入でくず

されてしまう。

for accomplishments of chivalry ... 

He learned the arts of riding， fencing， gunnery， 

And how to scale a fortress-or a nunnery. (1: 38) 

また次の例のように，語り手は，話がそれたついでに物語の本筋を忘れてし
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まったという態度を，しばしばよそおってみせる。

But to my subject-let me see-what was it?ー

Oh !-the third canto-and the pretty pair一

Their loves， and feasts， and house， and dress.... (III: 81) 

あるいはまた， この物語詩の連形式， abababccと韻をふむ緊密な連形式

ottava rimaのプロソディーに関わる苦心の内情をさらけ出してふざけてみ

せることもある。

Never could she survive that common loss; 

But just suppose that moment should betide， 

I only say suppose it-inter nos; 

(This should be entre nous， for Julia thought 

In French， but then the rhyme would go for nought.) (I: 84) 

Nor wear as gracefully as Gauls her garb， 

Nor in her eye Ausonia's glance is burning; 

Her voice， though sweet， is not so fit toωarb-

le those bravuras. . . . (XII: 75) [Italics added] 

引用したこっ自の例では，“garb"と韻をふますために“warble"の“warb-"

だけ残し(それでも韻は不完全であるが)，残りを次の行にまわすという人を

食ったようなことをしている。

これらの例から，非常に不まじめな語り手，作品の出来ばえに全く無頓着

な詩人のイメージが浮かんでくる。もちろん作品全体を通じてそうだという

わけではない。むしろ大部分は，自分が語る物語に責任を負うまじめな語り

手の立場で語られている。しかしだからこそところどころにさしはさまれる

自己解体的な語り手の姿勢が効果を発揮しているのである。ハズリットは

Don Juanのこのような特徴をいち早く感じとっていた。彼は次のように言

っている。

He [Byron] hallows in order to desecrate; takes a pleasure in defacing 

the images of beauty his hands have wrought; and raises our hopes 

and our belief in goodness to Heaven only to dash them to the 

earth again， and break them in pieces the more e妊巴ctuallyfrom the 

-100ー



パイロンの DonJuanと笑い

very heights they have fal1en. . . . when he is most serious and most 

moral， he is only preparing to mortify the unsUspecting r巴aderby 

putting a pitiful hoax upon him12). 

c. M. Bowraは DonJuanの中に，自然界の美，愛そして自由を賞揚するパ

イロンのロマン派的憧れを読みとり，それを中心的な側面としている13)。確

かにそれはこの作品に豊富に含まれている要素である。しかしロマン派的憧

れは，最終的には，解体され笑いとからかし、に通じるべく含まれていると見

るのが正しいように思われる。

第三の笑いのタイプとして，不調和なものの並置によって生じる笑いをあ

げることができる。

'Tis said that Donna Julia's grandmamma 

Produced her Don more heirs at love than law. 

(I: 58) [Italics added] 

ここでは“love"と“law"が事もなげにぺアにされているが，よく考えてみ

ると，そう簡単に並べるわけにはいかないゆゆしき事態が含まれているとわ

かっておかしくなる。さらにはそのゆゆしきことを平然とやってのけたであ

ろうその女性までほうふつとしてくる。次の一節はジュアンが船にのって祖

国を離れる場面。祖国の岸が遠ざかってゆくのはただでさえ悲しくなるもの

だが，ジュアンの場合はなおのこと，大切な母親をあとにして旅立つのだ，

云々。パイロンは彼自身が，破綻した結婚生活をあとにしてイギリスを追わ

れるようにして船出した時のことをからめて書いているのかも知れない。

But Juan had got many things to leave， 

His mother， and a mistress， and noωife. 

(II: 15) [Italics added] 

“mother"， "mistress"に続けた“nowife"の並置は， (“no wife"があたかも

一つの実体であるかのように見る)論理的矛盾によって笑いをひき起こす。

さらに次の二例はそれぞれ，船の沈没の場面，そして九死に一生を得たジュ

アンが食べ物にありつく場面である。

There's nought， no doubt， so much the spirit calms 
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As rum and true religion: thus it =was， 

Some plunder'd， some drank spirits， some sung psalms. 

(II: 34) [Italics added] 

feeling still the famished vulture gnaw， 

He fel1 upon whate'er was offered， like 

A priest， a shark， an alderman， or pike. (II: 157) [Italics added] 

これらの並置は，読者の常識の中にある秩序の意識をくつがえし，混沌に直

面させるような効果を持っていると， A. B. Englandは説明している 14)。伝

統的に風刺作家がよく使う手法であるが，パイロンの場合には，根底にある

あの徹底した決定論，オプティミズムを真向から否定する世界観，人間観か

ら必然的に生じていると考えてよいかも知れない。

最後に第四のタイプとして，ことばの簡単な操作で笑いをつくるものがあ

る。次の例で，“Pleasureis a sin"を， JI頂序を変えて“Sinis a pleasure"と

してくり返すと，大した違いはないように見えてその実すごみが出てくると

いうおかしさがある。

'Tis pity though， in this sublime world， that 

Pleasure 's a sin， and sometimes Sin 's a pleasure. (1: 133) 

罪だから止めようと思うけれどどうしても快楽に負けてしまうのだという嘆

きから，罪だと思うからよけいに快感がつのるのだという聞き直りに転じる

のである。次の例はスベンサーの

Fierce warres and faithless loues shal1 moralize my song. 

(The Faerie Queene， 1ntroduction: 1) 

という一行をふまえているので，第一のタイプに属するとも言えるが，“war"

と“love"の相互の位置を入れかえるだけで，原作の一行からは予想もできな

なかったすごみが出てくる。

“Fierce loves and faithless wars"-I am not sure 
If this be the right reading一'tisno matter; 

The fact 's about the same. . (VII: 8) 

次の二例では，同じ語句または同じ音が，意想外な意味でくり返されて笑い
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をひき起こす。

1 wonder ... if a man's nam巴 ina bulletin 

May make up for a bullet in his body? 

Of aIl the barbarous middle ages， that 

Which is most barbarous is the middle age 

(VII: 21) 

Of man! (XII: 1) [Italics added] 

次の例も同じようなことばの遊びに属する。これは女を厳重に囲うトルコ人

の風習に言及した一節である。

Thus in the East they are extremely strict， 

And wedlock and a padlock mean the same: (V: 15月)

さらに次の例は Wellingtonが，フランス人の発音で Villaintonに近いものに

なるのを利用している。

Oh， Wellington! (or “V1Ilainton"-for Fame 

Sounds the heroic syIlables both ways; 

France could not even conquer your great name， 

But punned it down to this facetious phrase-

Beating or beaten she willl laugh the same，) (IX: 1) 

ウェリントンよ，フランスはいくさでは負けたが，しかしこうやってことば

でお返しをしているのだ，というからかし、になっている。

以上， 4つのタイプに類別して DonJuanの笑いを見てきたが，もちろん

これは全体の中のごくわずかでしかない。またコンテクストから抜き出して

扱うことのできない笑いも多いのである。例えば，次の一節，奴れい市場で

ジュアンと一緒になったイギリス人ジョンソンが，傷心のジュアンをしきり

に慰める場面の一節などは，それだけで見るとごく平凡な笑劇にすぎない

が，しかしジュアンとへイディの悲恋の強烈な結末のあとに置かれることに

よって，パイロン特有の笑いになっているのである。

“Aye，" quoth his friend [Johnson]，“1 thought it would appear 

That there had been a lady in the case; 

And these are things which ask a tender tear， 
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Such as 1， too， would shed if in your place: 
1 cried upon my first wife's dying day， 
And also when my second ran away: 

‘My third -" -“Your third!" quoth Juan， turning round 

“You scarcely can be thirty: have you three?" 
“No-only two at present above ground: 
Surely 'tis nothing wonderful to see 

One person thrice in holy wedlock bound!" 

“Well， then， your third，" said Juan;“what did she? 

She did not run away， too，-did she， Sir?" 

“No， faith." “What then?"-“1 ran away from her." (V: 19-20) 

III 

Don Juanのこのような笑いは，例えばディケンズ文学の健康な笑い，建

設的な笑いとはかなり性格を異にしている。どちらかと言えば，風刺家が攻

撃の武器として用いる笑いに近いと言える。実際，パイロンはEnglishBards 

and Scotch Reviewersや TheVision 01 Judgmentで風刺詩人の才能をし、か

んなく発揮しているし，Don Juanでも，ワーズワースやウェリントンとい

った同時代人に言及する場合には，笑いははっきりと風刺の性格を帯びてく

る。全体としても，パイロン自身が“playfulsatire"であると言ったように15)，

Don Juanの笑いは，人間存在の事実をおおってごまかそうとする一切の虚

飾に向けられた風刺で、あると見ることもできる。次の一節は確かにそのよう

な事情を物語っている。

Ecclesiastes said，‘that all is vanity'一

Most modern preachers say the same， or show it 

By their examples of true Christianity: 

In short， all know， or very soon may know it; 

And in this scene of all-confess'd inanity， 

By saint， by sage， by preacher， and by poet， 

Must 1 restraint me， through the f巴arof strife， 

From holding up the nothingness of life? (VII: 6) 

しかしまた一方で，上の引用の最後に述べられた「人生のむなしさ」は，

-104-



パイロンの DonJuanと笑い

Alvin B. Kernanも言っているように16)，風刺家のよって立つ規範としては

そぐわないものである。それが完全に自己のものとなりひとつの教義になっ

ているのであれば，風刺家の規範となり得るかも知れないが，ナポレオンに

夢を託し，あるいはミソロンギに勇名をはせんとしたパイロンにそのような

ことは言えない。バイロンは，自分が笑うのは泣くわけにもいくまいから

だ，とも述懐している。すでに引用した一節をもう一度引用することにな

るカ~，

the sad truth which hovers o'er my desk 

Turns what was once romantic to burlesque， 

And if 1 laugh at any mortal thing， 

'Tis that 1 may not w巴巴p; (IV: 3-4) 

笑いは自分自身の苦悩をごまかすための手段だというのである。さらにま

た，自分の笑いには攻撃の意図はない。自分はただ事実の何たるかを知りた

いだけなのだと言う。

1 hope it is no crime 

To laugh at all things-for 1 wish to know 

What， after all， are all things-but a show? (VII: 2) 

これらは風刺家の情況としては極めて特異だと言わさ守るを得ない。笑いによ

って次々と虚飾や甘い幻想をはぎとっていって，そのあとに，いかなる意味

も価値も見出せず，ただ混沌と無に直面し，しかもそれによって自らが最も

深く傷つくのであれば，それはもう風刺ではなく，苦悩の表白に等しい。ヴ

ィクトル・ユーゴーはこの点をするどく見抜いていた。彼はヴォルテールと

ノミイロンが似ているとする考え方に答えて，それは大へんな誤解だ。ヴォル

テールの笑いには苦悩のあとはないのだから，と言ったという向。深夜に及

ぶ歓楽のあとで書きつづられてゆくうちに DonJuanはノミイロンにとって

日記のような性格を帯びていったに違いない18)。物語の舞台がイギリスに移

る第 11巻以後が，イギリス社会への風刺よりも祖国へのノスタルジアに傾

いている 19)のもそのためで、あろう。その自己との対話の中で，パイロンは彼

の中の理想主義者，ロマン主義者がJ徹底した決定論とペシミズムをもって
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追ってくるもう一人の自分の攻撃にどこまで耐えられるのかを試していたの

ではないか。そのような自らの情況を DonQuixoteの中に読み込んで，彼は

言っている。あらゆる物語の中でセルパンテスの物語は最も心を悲しくさせ

る物語だ。笑いをひき起こすからよけいに悲しいのだ (XIII:9)，と。

悲しみ，さらには苦悩とさえ表裏一体である DonJuanの笑いは，パイロ

ンの NegativeRomanticismの姿であり 事実の世界にふみとどまったノミイ

ロンの格闘のあとを物語っている。この作品は，ふざけた調子にもかかわら

ず(否それゆえに一層強く)，他のロマン派詩人たちが想像力の世界へと向か

わざるを得なかったあの同じ時代情況を，彼らとは逆の形で伝えてくるので

ある。
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